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表 1－1 欧州各国、日本と中国の農村ツーリズムの特徴 






















































































































Tourisme en France,p.128） 
農家見学とは、農家は美しい景観そのものである。十分に手入れがされて「エコミュゼ」
として見学できるものもある。農村の生業、農具、農村の暮らしを知ることができる。（注：
Le Tourisme en France,p.130） 
都会人の田舎暮らしの風習は 17 世紀からあるが、農村ツーリズム（Tourisme rural）
とは、1850 年から拍車がかかった。今日農村ツーリズムと言える現象がそうである。農村
ツーリズムはフランス人の夏のバカンスの 26％、冬のバカンスの 28％を占めるまでにな
                                                   
3 青木幹生（2012）『観光大国フランス－ゆとりとバカンスの仕組み－』現代図書 p.56. 
7 
 
































                                                   






























                                                   
6 展鳳彬（2007）「中国の新型観光農家楽－四川省・成都市を事例に－」同志社大学同志社政策科学研
究 10 巻 1 号 p.241～244.  
7 今村奈良臣・張安明・小田切徳美（2004）『中国近郊農村の発展戦略』農山漁村文化協 p.4～10. 
8 劉光明著、河原昌一郎訳（2008）「農村労働力の流動：中国における新たな農業農村政策の導入と展
開－第 10 期 5 ヵ年計画期における食糧生産補助政策の導入と農民労働者政策の変化－」『のびゆく農業
－世界の農政－』、No.973, p.1～9. 
9 池上彰英・寶劒久俊（2008）『中国農村改革と農業産業化政策による農業生産構造の変容』アジ研選
書 No.18、現代中国分析シリーズ 3, 2009 年 12 月 25 日発行。 
10 王国林著、中田和宏・田村俊郎訳（2010）『土地を奪われゆく農民たち－中国農村における官民の闘
い－』河合文化教育研究所 p.1～13. 
11 高舜礼（2006）『中国旅游産業政策研究』中国旅游出版社 p.2～4. 



































14 魏小安（2010）『新时期中国旅游発展战略研究』中国旅游出版社 p.301～304. 
15 山村高淑（2004）「中国農村部における集落観光の開発方式と住民参与：雲南省麗江納西族自治県、
黄山郷白華行政村の事例」『国立民族学博物館調査報告』、No.51,p.13～51. 

































/data/publication/refer/pdf/071101.pdf（2013 年 6 月 10 日） 














































































資 料 ： Bill Bramwell and Bernard Lane, ‘ Rural Tourism and Sustanable Rural 










































































                                                   
23 郭娜（2009）『旅游村特色化建设及空间竟合关系研究』東北財済大学修士論文。 
24 緒方宏海（2009）「中国における「郷村観光」の実態に関する社会人類学的研究」『旅の文化研究所
























                                                   
25 山村高淑・小林英俊・緒川弘孝・石森秀三著 （2010）『コミュニティ・ベースド・ツーリズム事例研
究～観光とコミュニティの幸せな関係性の構築に向けて～』CATS 叢書 Vol.3, p.5. 
26 展鳳彬（2009）『中国の新型観光農家楽－四川省・成都市を事例に』同志社大学大学院政策科学研究
科p.241～246. 
27 朱姝（2009）『中国郷村旅遊発展研究』中国経済出版社 p.37． 
































 第 3 章は、中国の東北地区の南部に位置する遼寧省をとり上げる。遼寧省は、面積は約





 第 4 章は、中国の市場経済の発展に伴い都市住民が豊かになり、また休暇制度の導入、
人々の余暇時間の増加により観光への需要が増加したことを論じ、観光客の属性や観光満
足度の評価を実施する。 

























































































 1990 年代以降、中国のアグリツーリズムは急速に発展してきた。21 世紀に入ってから、
農村観光は全面的な発展段階に進み、観光商品の増加、規模の拡大、分布範囲の広さ等の
新しい観光ブームが訪れた。近年、農村観光は中国において急速に発展しており、2005
年と 2006 年の 2 連休や GW では、都市住民が観光の 70％を占めている。全国の農村観光











2.1.1 2004～2012 年にかけて農村と関係のある「中央一号文件」一覧 












                                                   




表 2－1 2004～2012 年までの農村に関連する「中央一号文件」の一覧 































































表 2－2 2006・2009・2012 年「中央一号文件」にみる農村・農業政策の変遷比較 






































































































































表 2－3 1998～2007 年に農村観光政策の略年表 
国家観光局によ
る政策 















資料：中華人民共和国国家旅遊局 HP（http://www.cnta.com/）をもとに筆者作成 2012 年 10
月 20 日にアクセス 
 












































































表 2－5 は、2000～2011 年における中国国内の観光者数と観光収入の推移を示めしてい
る。中国国内の観光市場における 2011年の観光者数は延べ 26.4億人で、観光収入は 19,305




表 2－5 2000～2011 年に国内観光者数と国内観光収入の推移 
年度 国内観光者数(億人) 国内観光収入(億元) 
2000 7.40 3,176 
2001 7.80 3,522 
2002 8.78 3,878 
2003 8.70 3,442 
2004 11.02 4,711 
2005 12.12 5,286 
2006 13.94 6,230 
2007 16.10 7,771 
2008 17.00 8,749 
2009 19.02 10,200 
2010 21.03 12,580 
2011(年) 26.40 19,305 
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年末から全市一定の規模を持っている観光農園は 1,100 ヶ所、土地の使用は 45 万畆を占
めている。全北京市は 12 の区、県の 321 村に展開し、農村観光の観光客を受け入れてい
る。市レベルの民族観光村は 110 で、現有民俗村の 34％を占めており、民族旅行戸は 1.7
万戸に達し、その市レベルの観光客の受け入れ戸数は 8,726 戸で、現有民俗観光受け入れ
戸の 41％を占めている。経営状況は、2006 年末に総収入 22 億元を達した。発展状況は、
農村観光の観光者数は延べ 1,500 万人となっている。 
2.3.2 湖南地域の発展状況 
 現在、全省の年間売上額が 50 万元以上のレジャー農業企業は 4,000 社以上に達してい
る。投資規模が 1,000 万元以上の企業は 67 社、全省星レベルレジャー農業企業 95 社で、
その中で五つ星レベルは37社である。長沙近郊だけで、関連のレジャー農業産業群は1,100
社以上のレジャー農山荘を集めている。経営状況は、年間の営業収入だけで 30 億元を超
えている。発展状況は、年間観光者が 3,000 万人以上も訪れ、長沙近郊だけで 2006 年の
観光客は 650 万人であった。 
2.3.3 四川地域の発展状況 
 四川省は、中国農家楽観光の発祥地である。2006 年末までに全省の農家楽が経営してい
る受け入れ戸は合計 19,966 家に達しており、農家楽で観光者の受入数は 10,905.4 万人に
達している。その中で成都以外の各都市、州の農家楽の経営受け入れ戸数は合計 11,441
家で観光者数は 5,706 万人に達している。経営状況は 2006 年の観光総収入は 379,328.6
万元で、2005 年末の納税額は 9,049 万元である。成都以外の農家楽の総収入は 173,928
24 
 
万元で、税額 5,706 万元である。発展状況は、農家楽観光が 149,656 人に達し、就職問題





地域は 70 地域に達している。経営状況は、2006 年に全省の観光者数が 2,000 万人以上を
受け入れている。発展状況は、2006 年の総収入が 40 億元以上である。 
2.3.5 福建地域の発展状況 
 福建省の省委・省政府は、農民の就職と収入の増加を図り、全力的に農村観光を推進し
ている。現在、全省で 16 の全国的な農業旅遊モデル地域を有し、3 つの省レベルの旅遊モ
デル地域がある。経営状況は、2006 年、全省の毎年の農業旅遊モデル地域の直接観光収入
が 3 億元以上に達し、農産品の販売収入が 10 億元以上であった。発展状況は、農業旅遊










245.21 万畆で、現在、建設面積が 130.26 万畆で全体面積の 53.12％を占めている。計画
建設の総投資額は 225.39 億元で、投資金額は 81.78 億元であり、総投資額の 36.28％を占
めている。経営状況は 2006 年の実現した総額が 60.69 億元である。発展状況は同年の労































































































娯楽、スポーツ類、⑧風俗類の 8 類に分けている30。1992 年に旅遊資源普査分類体系から


















表 2－7 観光資源の体系 










































  2.複合観光資源とは自然観光資源・歴史文化観光資源の両資源にわたる総合観光資源を言う 
出典：須田寛（2003）『実務からみた新・観光資源論』交通新聞社 p.49 による筆者作成 
 
                                                   
30 丁季華(1999)『旅遊資源学』上海三聯書店 p.30． 
31 須田寛（2003）『実務からみた新・観光資源論』交通新聞社 p.48～49. 
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表 2－8 歴史文化（伝統）観光資源と自然観光資源との比較 

































  2.両資源が複合資源として認知される場合もある 























































                                                   


















表 2－9 観光発展が観光地に及ぼす積極と消極的な影響 





































































1985 117 9016 1.30 2585 4.53 
1990 276 18667.8 1.48 5888.4 4.69 
1995 2098 60793.7 3.45 19978.5 10.50 
2000 4519 99214.6 4.55 38714.0 11.67 
2001 4995 109655.2 4.55 44361.6 11.26 
2002 5566 120332.7 4.63 49898.9 11.15 
2003 4882 135822.8 3.59 56004.7 8.71 
2004 6840 159878.3 4.28 64561.3 10.59 
2005 7686 183867.9 4.18 73432.9 10.46 





表 2－10 は、1985～2006 年における観光業の総収入と国内総生産の比較を表わしたも
のである。観光業の総収入からみると、1985 年から年々増加しているが、2003 年はウイ
ルスである SARS の影響で減少した。観光業の総収入と第三次産業の総生産をみると、





表 2－11 は、1994～2007 年の都市・農村住民の国内観光の基本データを示している。
都市住民は観光者の総人数が1994年の2.05億人から2007年の6.12億人に増加している。






























1994 2.05 75.8 848.21 414.7 3.19 34.3 175.30 54.9 
1995 2.46 91.0 1140.1 464.0 3.83 41.2 235.60 61.5 
1996 2.56 91.5 1368.36 534.1 3.83 41.2 270.02 70.5 
1997 2.59 92.4 1551.83 599.8 3.85 40.0 560.87 145.7 
1998 2.50 89.2 1515.13 607.0 4.44 47.0 876.05 197.1 
1999 2.84 94.8 1748.23 614.8 4.35 47.0 1083.69 249.5 
2000 3.29 104.4 2235.26 678.6 4.15 44.0 940.28 226.6 
2001 3.74 110.2 2651.68 708.3 4.09 44.2 870.69 212.7 
2002 3.85 115.3 2848.09 739.7 4.93 52.8 1030.27 209.1 
2003 3.51 100.5 2404.08 684.9 5.19 55.7 1038.19 200.0 
2004 4.59 126.6 3359.04 731.8 6.43 68.7 1351.67 210.2 
2005 4.96 135.1 3656.13 737.1 7.16 75.8 1629.73 227.6 
2006 5.76 156.7 4414.74 766.4 8.18 86.4 1815.00 221.9 









在までも適用である。2001 年に観光業を WTO への加入を頒布し、外国人への旅行社の投
資水準を低下させた。2004 年にヨーロッパの 29 ヵ国が正式に中国人観光者に対して門戸




                                                   




表 2－12 1982～2008 年に中国の観光市場の大きな出来事 
年度 記事 
1982 年 2 月 中国旅行社遊覧事業管理総局を国家旅遊局へ刷新した。 
1985 年 観光産業第一部行政法規「旅行社管理暫行条例」を頒布した。 
1990 年 10 月 
中国公民はシンガポール、マレーシア、タイ三国への自費観光が開放され
た。 







2004 年 9 月 
ヨーロッパの 29 ヵ国が正式に中国人観光者に対して門戸を開放し、欧州
への団体観光が始まった。 

















































表3－1 遼寧省の戸籍人口の推移 （単位：万人） 
年次 総人口 男性 女性 農業人口 非農業人口 
2006年 4,210.4 2,132.5 2,077.9 2,153.6 2,056.8 
2007年 4,231.7 2,141.5 2,090.2 2,155.8 2,075.9 
2008年 4,246.1 2,146.9 2,099.2 2,126.3 2,119.8 
2009年 4,256.0 2,149.9 2,106.1 1,712.5 2,606.5 
2010年 4,251.7 2,144.7 2,107.0 2,718.8 1,655.8 
  出典：遼寧省統計年鑑を基に筆者作成 
 
表3－2 財政収入  （単位:億元） 
年次 収入 支出 
2007年 1,755.0 1,763.0 
2008年 1,356.1 2,151.9 
2009年 1,591.0 2,681.6 
2010年 2,004.8 3,195.8 
2011年 2,640.5 3,902.1 
2012年 3,103.7 4,550.2 
出典：遼寧省統計年鑑、2012年遼寧省統計公報 
 
表3－3 遼寧省のGDPの推移  （単位：億元） 
年次 国内総生産 成長率（％） GDP全国比（％） 
2007年 11,021.7  14.5  4.0  
2008年 13,461.6  13.1  4.0  
2009年 15,212.5  13.0  4.5  
2010年 18,457.3  14.1  4.6  
2011年 22,025.9  12.1  4.7  






マクロ項目 統計項目 単位 2011年 成長率 
GDP 
GDP総額 億元 22,025.9  12.1  
 
うち第一次産業 億元 1,915.6  6.5  
うち第二次産業 億元 12,150.7  14.1  
うち第三次産業 億元 7,959.6  10.5  
一人当りGDP 元 50,299  11.6  
工業 工業生産増加額（付加価値ベース） 億元 －  14.9  
国内投資 全社会固定資産投資総額 億元 17,726.3  30.0  
消費 
社会小売品販売総額 億元 8,003.6  17.5  
市区住民一人当り年間平均可処分所得 元 20,467  9.9  
農民一人当り年間平均収入 元 8,297  13.8  
物価 消費者物価上昇率 ％ － 5.2  
失業 失業率 ％ 3.7  －  
貿易 
貿易総額 億ドル 959.6  19.0  
 
うち輸出総額 億ドル 510.4  18.4  
うち輸入総額 億ドル 449.2  19.6  
対内直接
投資 
投資件数（契約ベース） 件 1,050  ▲29.1  
投資額（契約ベース） 億ドル  196.4  ▲23.4  






表 3－5 は、2010 年に中国東北部の経済概要を示している。遼寧省の面積は 14.8 万 km2



















面積（万㎞ 2） 14.8 18.7 45.4 118.3 959.7 
人口（万人） 4375 2747 3833 2472 134091 
GRP・GDP（億ドル、名目） 2702 1269 1518 1709 58733 
経済成長率（％、実質） 14.2 13.8 12.7 15.0 10.3 
一人当たり GRP・GDP（ドル・名目） 6176 4620 3960 6912 4380 
都市住民の一人当たり可処分所得(元) 17713 15411 13857 17698 19109 
農民の一人当たり純所得（元） 6908 6237 6211 5530 5919 
都市部失業率（%） 3.6 3.8 4.3 3.9 4.1 





 表 3－6 は、1975～2006 年に遼寧省の第三次産業の産値率及び就職率の変化比較表を示






表 3－7 は、2000～2007 年の遼寧省一人当たり平均 GDP 及び第三次産業の就職率の状

















表 3－8 は、産業別就職者数の変化に示す。2006～2010 年に遼寧省の産業別従業者数は

























1975 18.1 66.9 15 48.2 33 18.8
1978 14.1 71.1 14.8 47.4 34.6 18
1979 16.6 67.9 15.5 44.7 36.8 18.5
1980 16.4 68.4 15.2 41.4 39.2 19.4
1981 17 65 18 40.6 39.4 20
1982 17.4 63.4 19.2 40.7 38.2 21.1
1983 19.9 60.3 19.8 40.9 37.8 21.3
1984 18.3 61.2 20.5 38.4 39.1 22.5
1985 14.4 63.3 22.3 35.9 41 23.1
1986 15.3 59.1 25.6 35.6 40.9 23.5
1987 15.2 58 26.8 34.4 42 23.6
1988 16.1 55.9 28 33.6 42.2 24.2
1989 14.1 54.3 31.6 34 41.5 24.5
1990 15.9 50.9 33.2 34 41 25
1991 15.1 49.2 35.7 34.4 40.7 24.9
1992 13.2 50.4 36.4 33.3 40.7 26
1993 13 51.7 35.3 31.9 41.3 26.8
1994 13 51.1 35.9 31.2 38.5 30.3
1995 14 49.8 36.2 31.2 38.8 30
1996 15 48.7 36.3 31.7 37 31.3
1997 13.2 48.7 38.1 32.5 36.4 31.1
1998 13.7 47.8 38.5 33.6 35 31.4
1999 12.5 48 39.5 32.7 33 34.3
2000 10.8 50.2 39 33.4 31.7 34.9
2001 10.8 48.5 40.7 33.2 30.2 36.6
2002 10.8 47.8 41.4 34.4 28.7 36.9
2003 10.3 48.3 41.4 34.7 28.2 37.1
2004 12 45.9 42.1 34.4 28 37.6
2005 11 39.6 39.6 34.1 28.1 37.8










第一次産業 第二次産業 第三次産業 
2000 11,777 33.4 31.7 34.9 
2001 12,015 33.2 30.2 36.6 
2002 13,000 34.4 28.7 36.9 
2003 14,270 34.7 28.2 37.1 
2004 15,835 34.4 28.0 37.6 
2005 18,983 34.1 28.1 37.8 
2006 21,788 33.7 27.7 38.6 
2007 25,725 32.4 27.6 40.0 
出典：遼寧省統計局「遼寧就職態勢傾向好転 目前五大挑戦の存在」、国家統計局インターネ
ット：http://job.chsi.com.cn/jyzd/jyxx/200806/20080620/7356770.html（2013 年 2 月にアク
セス） 
 














2006 2,128.1 716.2 33.7 590.2 27.7 821.7 38.6 
2007 2,180.7 705.7 32.4 601.4 27.6 873.6 40.1 
2008 2,198.2 700.7 31.9 605.0 27.5 892.5 40.6 
2009 2,277.1 697.5 30.6 619.2 27.2 960.4 42.2 








































































































                                                   

































                                                   
35 中国文化産業インターネット http://www.cnci.gov.cn/content%5C201295/news_75202.shtml.（2013
































収入は 2,500 億元で、“九五”時期と比べるとその増加率は 178％である。観光外貨収入は






さらに、2005 年末までに全省は各類型の観光施設が 12,000 軒あまりであり、その中で
星レベルの飯店は 499 軒で、観光会社は 1,003 軒であり、さまざまな観光景区が 500 軒あ

















                                                   
36 潘秋铃（1999）「現段階我国乡村旅游产品的供需特征及开发」『地域研究与开发』（6） 





























2005 年 734.6 130 9860 77377 674.7 
2006 年 970.5 161 13166 93430 896.1 
2007 年 1307.0 200 16504 122786 1214.9 
2008 年 1741.5 242 19836 152618 1635.5 
2009 年 2225.1 293 24195 185621 2098.8 
2010 年 2686.9 362 28278 225933 2533.4 
十一五時
期の累計 








29.6% 22.7% 23.5% 23.9% 30.0% 
出典：「遼寧省観光業発展第 12 次五ヵ年（201～2015）計画期間（以下十二五計画）」十二五
計画綱要 p.3． 
                                                   
38 劉愛服（2005）「试论京郊乡村旅游发展中的问题与对策[J]」『旅游学刊』（1） 
39 遼寧省旅遊局 http://www.Intour.gov.cn/.2012 年 11 月 1 日にアクセス。 
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表 3－9 は、遼寧省観光業の発展十二五（第 12 次五ヵ年計画期間、2011～2015 年）の
資料によると、十一五全省観光業主な経済指標の完成状況を示している 。“十一五”時期
は、全省の観光業発展が各項目の指標を大幅に増加している。五年間で全省受け入れ国内
外観光者は 10.3 億人次であり、観光業総収入が 8,931 億元を完成しており、直接の就職者
数は 27 万人を受けている。2010 年に全省受け入れ国内外観光者数は 2.86 億人次を突破
し、全国の第 5 位であり、観光総収入 2,686.9 億元で、全国の第 7 位であり、国内観光収
入は 2533.4 億元で全国の第 5 位を占めている。2015 年に全省の観光総収入は 6,100 億元
を達し、年平均成長率は 18％以上であり、国内観光収入は 5,800 億元で、年平均成長率は























































































































































アンケート調査期間は 2013 年 3 月 20 日～4 月 8 日にかけ、筆者が事前に準備したアン
ケート調査票を用いて、アンケート調査を行った。調査対象地域は、大連市内から約 20
キロ離れた遼寧省大連市甘井子区紅旗鎮の A 成園温泉山荘、B 山水苑飯荘、C 林泉農家飯











2013 年 4 月 30 日にアクセス 














































事後評価 20 項目（同上）の観光行動に対する事後評価（5 段階評価） 
 
4.2.2 調査内容別の構成比率 
回収されたサンプルの概要は図 4－2 サンプル別構成比率の通りである。    
 性別構成をみると、男性観光客は 29.1％、女性観光客は 70.9％、女性の割合が高い。 
 年齢構成は、18 歳未満が 0.7％、19～29 歳が 39.7％、30～39 歳が 38.4％、40～49
歳が 14.6％、50～59 歳が 4.0％、60～69 歳が 2.6％で 70 歳以上の回答者はいない。 
 観光形態でみると、個人観光が 34.4％、団体観光が 46.4％、個人観光と団体観光の組
合せが 19.2％である。団体観光は全体の約半数弱を占めるが、農村観光では少人数の
団体観光が今後の観光市場の新たなブームになると予測される。 
 来訪回数は、今回初めての観光客が 54.3％、全体の半数以上を占めている。2～5 回




 農村観光の情報源でみると、口コミ・友人の紹介が 31.8％、旅行会社が 29.8％、イン




























































































































段階評価、是非やりたい（2 点）、できればやってみたい（1 点）、無回答（0 点）とした。
また、事後評価については 5 段階で評価し、大変関心がある（2 点）～全く関心がない（－









図 4－4 20 項目別事後評価平均値 
 
図 4－3 における事前期待評価項目でみると、事前期待平均値はほぼ 1.3～1.7 の範囲に
あり、「温泉資源」、「自然資源」、「貴重な生物多様性」、「特産品」、「食文化」における各項
目が 1.7 および 1.6 と高い値を示している。逆に、「農家交流・体験」、「伝統文化」の項目
に対する評価は 1.4 および 1.3 と少し低くなっている。これは観光客が自ら学び体験する
分野に関して未だに関心が高まっていない状況を示している。 











































































































































図 4－6 観光客における農村観光地に対する 20 項目の事前・事後評価の比較（単位:人） 
 




物狩りをする」が 106 人、「農村の自然景観を楽しむ」が 101 人となっている。 
一方、訪問後の満足度をみると、上記の事前期待の 3 項目については「満足」度におい
て同様な結果を示しているが、事前期待及び事後満足の差が多いのは「山歩きをする」に






























































































































































































































































































































































































図 4－8 性別による宿泊先への度数     図 4－9 年齢による宿泊先への度数 
 


































































































 現地調査の対象地域は、遼寧省の郷村である南劉杖子集落南大山（図 5－1 参照）であ














図 5－1 調査対象地域の南大山 
 
        




     
写真 3 農業耕作・耕地の道具      写真 4 農村地域の自然景観の棚田景観 
       
写真 5 石臼          写真 6 豆腐を磨くもの 
      




2010 年 8 月 19 日から同年 9 月 7 日まで、集落全体に対し、質問紙を用いたアンケー
ト調査を実施した。質問票は 3 名の村長と筆者と約 2 週間で一戸一戸を訪問した。質問
票には表 5－1 のように各質問項目と属性に関する質問項目（性別・年齢・家族構成・労
働力人口数）を設定した。また、本地域で観光資源の保全活動を行っている組織の認知の




「全くそう思わない（1 点）」～「非常にそう思う（5 点）」の 5 段階で測定した。 
 




































1 できるだけ、資源を残すようにするべきだ １ 2 3 4 5 
2 資源は、今のまま保全・管理方法すべきだ １ 2 3 4 5 




１ 2 3 4 5 
5 資源を保全・管理するため、自分だけでも日頃から行動したい １ 2 3 4 5 
6 もし資源の保全に関わる「資源を守る会」があったら加入したい １ 2 3 4 5 
7 資源を保全・管理するため、行政への協力を働きかけたい １ 2 3 4 5 
8 地域住民と協力して資源を次世代に残すため、保全の必要がある １ 2 3 4 5 
9 資源は、昔に比べて減少している １ 2 3 4 5 
10 この地域では、昔に比べて自然景観や伝統文化が減った １ 2 3 4 5 
11 私たちが保全活動に参加することは、資源の保全に役に立つ １ 2 3 4 5 








１ 2 3 4 5 
15 資源の保全活動などは、時間や手間がかかって大変だと思う １ 2 3 4 5 








１ 2 3 4 5 
19 農村資源には、将来、価値が出てくる １ 2 3 4 5 
20 資源は子供の環境教育に使うことが可能だ １ 2 3 4 5 




１ 2 3 4 5 






ど ち ら と も
いえない（3） 









 回収された 130 名のうち、回答内容から無効となる票を除き、有効回答数は 129 名（回
収率 84.3%）となった。回答者の内訳は、男性 106 名（平均年齢 50 歳）・女性 23 名（平
均年齢 45 歳）である。 
この地域では、最も多いのは 41～60 歳の間で男性が 51.9％、女性が 8.5％であり、61







図 5－2 回答者の属性 
 
 


































表 5－2 ニッチ商品とサービス 


































































また、家族構成からみると、回答者の 129 世帯の中で 4 人家族が 37％と最も多く、3 人
家族が 36％であった。5 人家族が 12％であり、6 人家族と 2 人家族が同じでそれぞれ 5％
である。1 人家族の回答者はいなかった。そして、129 世帯の総回答者数は 509 人であり、


































































































中国国内の観光市場は 2011 年の観光者数は延べ 26.40 億人で、観光収入は 19,305 億元に














図 5－6 中国国内の観光者数と観光収入 
 










































































表 5－3 アンケート調査項目 


















①2 人家族、②3 人家族、③2 世帯同居、④3 世帯同居、⑤独
身 
家族の年収 








































の認知度」、「農村観光の行動」の 7 項目を設定した。 
 
（3）調査方法 
調査は、2011 年 4 月 27 日から 5 月 27 日にかけて、大河北郷政府の協力を得て、南大
山を訪れた観光客 349 名に対してアンケート調査票を無差別に配布し、回収する方法で実
施した。その結果、回収率は 72％（251 名）であった。このうち、回答内容から見て無効
なものを除外し、有効回答率は 70％（246 名）であった。回答者の内訳は、男性が 150




ると、10 月（国慶節の 4 日間）の観光者数は 2008 年の 270 人から 2011 年には 1,258 人
に増加している。一方、5 月（連休日の 5 日間）の観光者数は 2009 年には 551 人、2012





注：2008 年～2012 年に南大山森林保護会を立ち上げている。図は年 2 回（5 月の 5 日間と 10
月の 4 日間）南大山に訪れた観光者数の推移である。2012 年 10 月の観光者数については現時
点でデータを利用できない。 
出典：南大山森林保護会（2012）を基に筆者作成 


























5.2.2  調査対象者の属性と調査質問項目 
 
（1）アンケート調査項目 





②年齢：調査対象者の年齢分布をみると、19～30 歳は 33.7％で、31～50 歳は 51.2％で
ある。30 歳以上の回答者が過半数を占めた。 
③教育レベル：調査対象者の教育レベルをみると、大学本科及び大学本科以上 30.1％、
大学専科 38.6％、専門及び高校 24.0％で合計 92.7％であり、全体の 9 割以上が高い教育
を受けている。 
④職業：調査対象者の職業のうち、最も多いのは公務員 36.2％、続いて専門技術者 12.6％、
企業管理者 12.2％、会社員 11.0％、学生 9.8％、教師 8.6％、スタッフ 2.4％、職人 2.4％、
農民 1.6％、その他 1.6％、退職者 1.2％、軍人 0.8％の順になっている。多様な職種に属
する人々から回答を得た。 
 


























⑤家族構成：調査対象者の家族構成をみると、最も多いのは 3 人家族 46.7％、2 世帯同
居と 3 世帯同居はほぼ同じでそれぞれ 20.3％、20.7％であり、2 人家族 7.7％、独身 4.5％
が最も少なかった。 
⑥家族の年収：調査対象者の収入について、3 万元以上が 50.0％、1 万元以上～3 万元










②年齢でみると、18～30 歳未満と 30～50 歳未満の観光動機は「自然景観を観賞するこ










動機について全く関心がない。3 人家族と 3 世帯同居の観光客の観光動機は、「自然景観を
観賞すること」がそれぞれ 33.0％と 60.8％であり、「多種動機」がそれぞれ 40.9％と 19.6％
となっている。 
⑥家族の年収からみると、3 万元以上の観光客は農村地域の「自然景観を観賞すること」



















男性 26 17.3% 56 37.3% 7 4.7% 5 3.3% 2 1.3% 54 36.0% 150
女性 19 19.8% 37 38.5% 5 5.2% 4 4.2% 0 0.0% 31 32.3% 96
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
18歳未満 5 27.8% 5 27.8% 3 16.7% 1 5.6% 0 0.0% 4 22.2% 18
18～30歳未満 12 14.5% 28 33.7% 4 4.8% 3 3.6% 0 0.0% 36 43.4% 83
30～50歳未満 25 19.8% 54 42.9% 5 4.0% 2 1.6% 2 1.6% 38 30.2% 126
50歳以上 3 15.8% 6 31.6% 0 0.0% 3 15.8% 0 0.0% 7 36.8% 19
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
公務員 20 22.5% 35 39.3% 1 1.1% 2 2.2% 2 2.2% 29 32.6% 89
企業管理者 9 30.0% 9 30.0% 0 0.0% 1 3.3% 0 0.0% 11 36.7% 30
会社員 5 18.5% 10 37.0% 2 7.4% 0 0.0% 0 0.0% 10 37.0% 27
専門技術者 3 9.7% 9 29.0% 3 9.7% 1 3.2% 0 0.0% 15 48.4% 31
スタッフ 1 16.7% 2 33.3% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 2 33.3% 6
職人 0 0.0% 2 33.3% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 3 50.0% 6
農民 0 0.0% 2 50.0% 2 50.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4
軍人 0 0.0% 2 100.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2
教師 1 5.0% 11 55.0% 0 0.0% 1 5.0% 0 0.0% 7 35.0% 20
退職者 0 0.0% 2 66.7% 0 0.0% 1 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 3
学生 6 25.0% 7 29.2% 4 16.7% 1 4.2% 0 0.0% 6 25.0% 24
その他 0 0.0% 2 50.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 50.0% 4
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
大学本科及び
それ以上
19 25.7% 21 28.4% 1 1.4% 2 2.7% 0 0.0% 31 41.9% 74
大学専科 12 12.6% 47 49.5% 3 3.2% 2 2.1% 1 1.1% 30 31.6% 95
専門及び高校 9 15.3% 21 35.6% 6 10.2% 4 6.8% 1 1.7% 18 30.5% 59
中学及び中学
以下
5 27.8% 4 22.2% 2 11.1% 1 5.6% 0 0.0% 6 33.3% 18
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
2人家族 2 10.5% 6 31.6% 0 0.0% 1 5.3% 0 0.0% 10 52.6% 19
3人家族 22 19.1% 38 33.0% 3 2.6% 4 3.5% 1 0.9% 47 40.9% 115
2世帯同居 13 26.0% 15 30.0% 6 12.0% 2 4.0% 0 0.0% 14 28.0% 50
3世帯同居 6 11.8% 31 60.8% 1 2.0% 2 3.9% 1 2.0% 10 19.6% 51
独身 2 18.2% 3 27.3% 2 18.2% 0 0.0% 0 0.0% 4 36.4% 11
合計 45 18.3% 93 37.8% 12 4.9% 9 3.7% 2 0.8% 85 34.6% 246
3万元以上 26 21.1% 55 44.7% 1 0.8% 5 4.1% 2 1.6% 34 27.6% 123
1万元～3万元
未満
13 13.5% 31 32.3% 6 6.3% 3 3.1% 0 0.0% 43 44.8% 96
5千元～1万元
未満
6 22.2% 7 25.9% 5 18.5% 1 3.7% 0 0.0% 8 29.6% 27


























表 5－6 属性による Cramer の独立係数一覧 
 
 
また、表 5－6 に示すように Cramer の独立係数は「性別」、「年齢」、「教育レベル」、「家
族構成」の 4 項目は独立係数とも関連が低く、観光動機に関連がない。一方、「職業」及







表 5－3 に示した 7 つの調査質問項目に関する観光動機とその相関を明らかにするため


























表 5－7 クロス集計分析の結果 
表 5－7－1 観光動機と観光回数のクロス表（単位：％）  独立係数 0.275 
 
 
表 5－7－2 観光動機と情報源のクロス表（単位：％）  独立係数 0.330 
 
 
表 5－7－3 観光動機と訪問の理由のクロス表（単位：％） 独立係数 0.337 
 
 













１回 12.2 32.5 3.3 2.0 0.0 26.4 76.4
2回以上 4.9 5.3 1.6 1.6 0.8 9.4 23.6













マスコミ 2.4 17.5 0.4 0.8 0.4 4.5 26.0
友人の紹介 11.0 14.2 2.4 1.6 0.4 20.3 49.9
インタネット 1.6 3.3 0.4 0.8 0.0 3.0 9.1
その他 3.3 2.8 1.6 0.4 0.0 6.9 15.0














と触れ合うため 10.2 22.8 1.2 0.8 0.0 6.1 41.1
農村の伝統文化
を楽しむため 2.8 3.3 0.4 0.0 0.8 4.0 11.3
地域の生活に好
奇を感じるため 2.0 6.1 1.2 0.0 0.0 4.5 13.8
お土産品を購入
するため 0.4 1.6 0.4 2.0 0.0 1.6 6.1
親友を推薦され
たため 2.0 2.0 0.4 0.0 0.0 5.3 9.8
その他 0.8 2.0 1.2 0.8 0.0 13.1 18.0














家族 2.4 4.9 0.0 0.4 0.0 2.4 10.1
親戚 1.2 1.6 0.8 0.0 0.0 0.8 4.4
友人 5.3 5.7 0.8 0.0 0.8 3.7 16.3
クラスメート 2.0 4.5 0.4 0.4 0.0 2.4 9.7
会社の同僚 4.9 15.9 2.0 1.6 0.0 12.2 36.6
会社主催 2.0 4.1 0.8 0.4 0.0 9.7 17.0
個人 0.0 0.0 0.0 0.8 0.0 1.2 2.0
その他 0.4 1.2 0.0 0.0 0.0 2.3 3.9






















表 5－7－5 観光動機と消費行動のクロス表（単位：％）  独立係数 0.297 
 
 













交通 7.7 7.3 1.2 0.4 0.0 8.5 25.1
宿泊 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.8 0.8
飲食 4.9 20.7 1.6 1.2 0.4 9.3 38.1
参観遊覧 1.6 2.8 1.6 0.0 0.0 3.3 9.3
買い物 0.4 2.8 0.0 1.6 0.0 2.8 7.6
その他 3.7 4.1 0.4 0.4 0.4 10.1 19.1













農村の気候 3.7 2.4 0.0 0.0 0.0 4.5 10.6
農村の景観 3.7 9.4 1.6 0.4 0.0 2.0 17.1
農村の動植物 2.4 1.6 0.4 0.4 0.0 7.3 12.1
名勝古跡 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.4 0.4
農村の伝統文化 0.8 0.0 0.4 0.4 0.0 0.4 2.0
食文化 0.8 0.0 0.0 1.0 0.0 0.0 1.8
その他 6.9 23.2 2.4 2.4 0.8 20.3 56.0






5－7－7 観光動機と農村観光のクロス表（単位：％）  独立係数 0.185 
 
 

































観光客の探求心 8.5 15.4 2.4 0.8 0.0 11.0 38.1
地域住民の生活
に触れること
2.0 8.5 0.0 0.8 0.4 7.6 19.3
その他 7.7 13.8 2.4 2.0 0.4 16.3 42.6


























































































中山間地域の対象地域である建昌県湯土溝村の 8 地区の人口は、約 3,000 人で戸数は約
800 戸、面積は約 93km2 である。現地調査は、2011 年 8 月 10 日から 9 月 20 日の約 40
日間にかけて、事前に準備した調査票をもとに対面法により実施した。建昌県は貧困県で
あり、東経 119°13´から 120°18´、北緯 40°24´から 41°06´に位置している。総土地面積は
3,227km2、耕地面積は 89 万畆である。湯土溝村の白狼山は、大黒山という。建昌県の東
にあり、県城から 12km の距離で、燕山山系、松岭山脈、南北方向で円形が近く、南北
の長さは 14km で東西の長さは 12km、総面積は 93km2 である。すべての山脈は 10
座余りの山峰を組み合わせ、平均海抜 700m で、主峰大猴山の高さは 1140.2m であ
り、建昌県の第二高峰（第一高峰の大青山）を称している。大黒山は、森林資源と生態風
景を中心として、沢山の観光客が訪れ、自然森林資源保護区である。 
また、建昌県は果物の県と称しており、全県が様々な果樹 2,650 種余りで年産量 24 万





写真 1 レットナツメ        写真 2 クルミ 
   




写真 5 国防工業遺址 
 
2008 年の統計局のデータによると、建昌県の国民総生産（GDP）は 46.1 億元で、年間





慈聖寺の白鹿山祠が漢代の建築を始め、2003 年を修改築し、土地の使用面積は 40 千 m2











図 6－1 建昌県の資源の種類 
 







らなる。具体的には表 6－1 のとおりである。各地域の概要は以下のとおりである。 
①岔鞍村は大連市の西部近郊にあり、旅順中路で全村が繋がり、総面積 28km2 である。
森林面積は 22 km2、果樹面積 1.4 km2、森林占有率 90％以上である。2006 年の村レベル
可処分所得は 1,000 万元で、一人当たりの収入は 6,000 元である。主に農業、工業、農業
観光を主流として、全村は 100 種余りの果物を生産し、“北方果物の郷”と称している。果
物狩りなどの観光活動は大連市の観光業にとって一つのブランドであり、2007 年前半にお






面積は 9.6 km2 で、様々な中小企業が存在している。2001 年から棠梨村は、都市化への改
革を実施し始め、基礎的インフラ整備が実施されてきた。しかし、改革以来の経済開発に
より、かつての地域固有の特徴は消え、高層ビルと別荘が建築されている。 
③柳樹村は紅旗街道の西南にあり、総面積は 18 km2 である。改革開放以来、柳樹村は村
党委員会の指導のもとに、経済、環境、治安、文化等を変貌し、農民の生活も向上し、近
代化が進んでいる。 




果物園総面積 1,800 畆であり、一人当たりの収入は 2007 年の時点で 4,000 元である。 
これらの地域の都市近郊は近代化し、地域空間の変貌は著しい。“山を破壊し、ビルを建
築”することがいたるところで行われている。このような都市近郊の観光開発の進行ととも
に農村の原風景は喪失しつつある（写真 7 を参照）。 
 
表 6－1 調査対象地域の都市近郊の基本データ 
項目 
調査対象地域の都市近郊の基本データ 
岔鞍村 棠梨村 柳樹村 劉家村 
区域総面積（km2） 28.0 9.6 18.0 8.19 
常住人口（人） 4,000 2,034 2,560 967 
戸数（戸） 1,000 721 1,000 273 
出典：大連市の観光局の統計データによる筆者作成 
 
   









平均年収は 2,032 元であり、農業外収入の平均は年収 5,837 元である。耕地面積の平均値




 図 6－2 は調査対象地域の都市近郊と中山間地域の位置を示している。調査対象地域の


























40％であり、その次は 30～49 歳 35％に集中している。一方、中山間地域の割合は 30～
69 歳 82％に集中しており、19～29 歳の回答者は 6％しか占めなかった。 
3）家族構成からみると、都市近郊は 3 人家族が 40％で、独身が 28％、2 世帯同居 14％、
3 世帯同居 10％の順となっている。一方、中山間地域は都市近郊と違い、2 人家族 26％、
3 世帯同居 24％、2 世帯同居 21％、3 人家族 19％の順である。 





及び高校が 25％、中学及び以下が 26％を占めている。 







6）家族の年収からみると、中山間地域では 5 千元未満 19％、5 千～1 万元未満 51％、
1 万元～2 万元未満 14％、2 万元～3 万元未満 9％、3 万元以上 3％を占めていた。都市近
85 
 
郊では 5 千～1 万元未満 9％、1 万元～2 万元未満 22％、2 万元～3 万元未満 20％、3 万元
以上 25％を占めている。 
 
表 6－2 調査対象地域の基本データ 




棠梨村の 4 地区 97 戸 
湯土溝村の 8 地区の 140 戸 
調査対象地域の基本データ   
性別 男性 64％、女性 36％ 男性 88％、女性 12％ 
年齢 
18 歳未満 0％、19～29 歳 40％、30～
39 歳 18％、40～49 歳 17％、50～59
歳 8％、60～69 歳 11％、70 歳以上 6％ 
18 歳未満 1％、19～29 歳 6％、30～
39 歳 13％、40～49 歳 23％、50～59
歳 34％、60～69 歳 12％、70 歳以上
8％ 
家族構成 
3 人家族 40％、独身 28％、2 世帯同居
14％、3 世帯同居 10％ 
2 人家族 26％、3 世帯同居 24％、2
世帯同居 21％、3 人家族 19％ 







5 千～1 万元未満 9％、1 万元～2 万元
未満 22％、2 万元～3 万元未満 20％、
3 万元以上 25％ 
5 千元未満 19％、5 千～1 万元未満
51％、1 万元～2 万元未満 14％、2
万元～3万元未満 9％、3万元以上 3％ 
出所：筆者のアンケート調査による作成 
 
表 6－3 1985～2005 年に中国農村住民家庭労働力の教育レベルの比較（％） 
年度 大学及び大学以上 大学専門 高校 中学 小学 字が読めない 
1985 0.1 0.3 7.0 27.7 37.1 27.9 
1990 0.1 0.5 7.0 32.8 38.9 20.7 
1995 0.2 1.0 8.6 40.1 36.6 13.5 
2000 0.5 1.8 9.3 48.1 32.2 8.1 
2002 0.6 2.1 9.8 49.3 30.6 7.6 
2003 0.6 2.1 9.7 50.2 29.9 7.4 
2004 0.8 2.1 10.1 50.4 29.2 7.5 
2005 1.1 2.4 10.3 52.2 27.2 6.9 





















出典：1978～2005 年「中国統計年鑑 2007 年」（中国統計出版社 2007 年版、p.345）、2007 年
のデータは「中華人民共和国 2007 年国民経済と社会発展統計広報」による筆者作成。 
図 6－3 1978～2007 年に農民一人当たりの収入の推移 
 
図 6－3 のように 1978～2007 年における農村住民の一人当たりの収入は 1978 年が 134
元であったが、2007 年には 4,140 元に増加しており、この 30 年間で増加率は約 30 倍に
なっている40。農民の収入増加に伴い、農村住民の可処分所得も増加している。農村住民














                                                   
40 データ出典：1978～2005 年「中国統計年鑑 2007 年」（中国統計出版社 2007 年版、p.345）、2007














































図 6－5 農村地域の変貌した理由 
 
 





































































図 6－7 農村と都市のバランスある観光開発に必要な政策 
 
 


























































が 2 倍以上となっている。「温泉等でリラックスすること」に対する回答も、都市近郊 18％
















































図 6－10 農村資源を活用した観光開発 
 
 








































































図 6－12 農村地域が有する資源を活用した観光開発の方法 
 
 


















































































































































































































































































図 7－1 は、1994～2011 年における都市住民の国内観光の現状を示している。1994 年
の都市住民の観光者数は 2.1 億人であり、2011 年には 16.9 億人に達し、その伸び率は 8.0





                                                   
41 前田 勇編（1996）『現代観光学の展開』学文社 p.152. 
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図 7－2 大連市の位置図 
 
表 7－1 2006～2010 年の戸籍人口の推移  （単位:万人） 
年次 総人口 農業人口 非農業人口 
2006 572.1 243.2 328.9 
2007 578.2 241.4 336.8 
2008 583.4 235.5 347.8 
2009 584.8 227.0 357.8 












順区、金州区の 6 つに分かれており、普蘭店市、瓦房店市、庄河市の 3 県レベル市と 1 つ
の長海県からなっている。総面積は 12,574km2 で、市内の面積は 2,414.96km2である。総
人口は約 580 万人、市内人口は約 260 万人である。緯度は日本の仙台とほぼ同じで、東経
120°58´ないし 121°31´、北緯 38°43´ないし 40°10´である。 
表 6－1 は 2006～2010 年の戸籍人口の推移を示している。総人口でみると 2006 年にお
いて 572 万人であり、2010 年には 586 万人となり、その増加率は 1.02 倍である。そのう
ち、非農業人口はそれぞれ 329 万人と 364 万人で、その増加率は 1.11 倍である。一方、



















                                                   
42 殷少明・安果・劉志林（2004）『新疆旅遊業発展研究』新疆人民出版社 p.204. 




 7.2.2 アンケート調査の内容と方法 
 






教育レベル等を設定した。これらの属性に関する統計量を表 7－2 に示す。 
1）性別：男性 49.3％、女性 43.3％で、男性による回答者が多い。 
2）年齢：年齢分布は 19～29 歳が 36.4％で、30～39 歳が 30.4％である。19～49 歳の回
答者が 66.8％を占めた。 
3）職業：会社員が 23.5％と最も多く、その他 13.4％、職人と企業管理者両方とも 12.9％、
専門技術者 8.8％、退職者 7.8％、教師と学生両方とも 5.1％、農業 4.1％の順になった。
多種な職種に属する人々から回答を得た。 
4）家族構成：家族構成は 3人家族が 40.1％と最も多く、2人家族が 20.3％、独身が 12.4％、
2 世帯同居が 12.0％、3 世帯同居が 11.5％、その他が 3.2％の順になっている。 
5）教育レベル：大学専門 35.0％、大学及び大学本科以上 29.5％、中等高校及び高校 23.0％
で合計が 87.5％となり、全体の 9 割弱が高い教育を受けている。 
 
表 7－2 アンケート調査の個人属性の統計量 
分類 調査項目 
性別 男性 49.3％、女性 43.3％、無回答 7.4％ 
年齢 
18 歳未満 5.5％、19～29 歳 36.4％、30～39 歳 30.4％、40～49 歳
14.3％、50～59 歳 6.9％、60～69 歳 3.7％、70 歳以上 2.8％ 
職業 
農業 4.1％、公務員 6.5％、会社員 23.5％、専門技術者 8.8％、職人




独身 12.4％、その他 3.2％ 
教育レベル 
大学及び大学本科以上 29.5％、大学専門 35.0％、中等高校及び高校































































源」が 21.9％、「自然景観」が 20.7％、「特産品」と「農村の景観」がそれぞれ 16.8％、
16.4％となっている。30～39 歳では「温泉資源」が 24.2％、「自然景観」と「特産品」が





























男性 75 20.2% 79 21.2% 63 16.9% 34 9.1% 24 6.5% 23 6.2% 54 14.5% 20 5.4% 372
女性 58 20.7% 65 23.2% 48 17.1% 18 6.4% 17 6.1% 16 5.7% 46 16.4% 12 4.3% 280
無回答 11 15.3% 15 20.8% 16 22.2% 5 6.9% 5 6.9% 5 6.9% 7 9.7% 8 11.1% 72
合計 144 19.9% 159 22.0% 127 17.5% 57 7.9% 46 6.4% 44 6.1% 107 14.8% 40 5.5% 724
18歳未満 8 28.6% 6 21.4% 3 10.7% 1 3.6% 2 7.1% 0 0.0% 7 25.0% 1 3.6% 28
19～29歳 53 20.7% 56 21.9% 43 16.8% 20 7.8% 14 5.5% 12 4.7% 42 16.4% 16 6.3% 256
30～39歳 41 18.1% 55 24.2% 40 17.6% 18 7.9% 15 6.6% 16 7.0% 30 13.2% 12 5.3% 227
40～49歳 24 21.2% 21 18.6% 20 17.7% 11 9.7% 9 8.0% 9 8.0% 13 11.5% 6 5.3% 113
50～59歳 7 17.1% 10 24.4% 7 17.1% 2 4.9% 1 2.4% 5 12.2% 7 17.1% 2 4.9% 41
60～69歳 7 25.9% 5 18.5% 5 18.5% 2 7.4% 2 7.4% 1 3.7% 4 14.8% 1 3.7% 27
70歳以上 4 16.0% 6 24.0% 2 8.0% 3 12.0% 3 12.0% 1 4.0% 4 16.0% 2 8.0% 25
合計 144 20.1% 159 22.2% 120 16.7% 57 7.9% 46 6.4% 44 6.1% 107 14.9% 40 5.6% 717
農業 6 18.8% 6 18.8% 5 15.6% 3 9.4% 1 3.1% 3 9.4% 6 18.8% 2 6.3% 32
公務員 8 22.2% 12 33.3% 5 13.9% 1 2.8% 1 2.8% 1 2.8% 7 19.4% 1 2.8% 36
会社員 36 19.5% 38 20.5% 36 19.5% 14 7.6% 13 7.0% 9 4.9% 27 14.6% 12 6.5% 185
専門技術者 11 18.0% 15 24.6% 9 14.8% 5 8.2% 4 6.6% 6 9.8% 7 11.5% 4 6.6% 61
職人 23 25.6% 19 21.1% 15 16.7% 8 8.9% 6 6.7% 5 5.6% 13 14.4% 1 1.1% 90
企業管理者 15 19.7% 19 25.0% 17 22.4% 4 5.3% 3 3.9% 5 6.6% 12 15.8% 1 1.3% 76
教師 8 14.5% 8 14.5% 9 16.4% 6 10.9% 5 9.1% 6 10.9% 7 12.7% 6 10.9% 55
退職者 8 18.2% 11 25.0% 6 13.6% 5 11.4% 5 11.4% 2 4.5% 6 13.6% 1 2.3% 44
学生 7 28.0% 6 24.0% 3 12.0% 1 4.0% 2 8.0% 0 0.0% 5 20.0% 1 4.0% 25
その他 21 19.1% 25 22.7% 15 13.6% 9 8.2% 6 5.5% 7 6.4% 16 14.5% 11 10.0% 110
合計 137 20.1% 153 22.4% 115 16.9% 53 7.8% 45 6.6% 41 6.0% 100 14.7% 38 5.6% 682
2人家族 32 23.5% 34 25.0% 22 16.2% 8 5.9% 7 5.1% 5 3.7% 22 16.2% 6 4.4% 136
3人家族 56 19.8% 61 21.6% 50 17.7% 26 9.2% 20 7.1% 17 6.0% 39 13.8% 14 4.9% 283
2世帯同居 14 18.4% 19 25.0% 10 13.2% 3 3.9% 4 5.3% 7 9.2% 14 18.4% 5 6.6% 76
3世帯同居 20 24.7% 18 22.2% 14 17.3% 7 8.6% 5 6.2% 5 6.2% 9 11.1% 3 3.7% 81
独身 16 15.1% 22 20.8% 18 17.0% 11 10.4% 8 7.5% 6 5.7% 17 16.0% 8 7.5% 106
その他 6 21.4% 4 14.3% 4 14.3% 2 7.1% 2 7.1% 3 10.7% 4 14.3% 3 10.7% 28




47 20.3% 51 22.1% 40 17.3% 18 7.8% 15 6.5% 12 5.2% 36 15.6% 12 5.2% 231
大学専門 46 19.8% 58 25.0% 39 16.8% 18 7.8% 12 5.2% 15 6.5% 31 13.4% 13 5.6% 232
中等高校
及び高校
27 21.1% 22 17.2% 11 8.6% 11 8.6% 4 3.1% 14 10.9% 20 15.6% 19 14.8% 128
中学及び
以下
3 15.8% 4 21.1% 2 10.5% 1 5.3% 3 15.8% 1 5.3% 3 15.8% 2 10.5% 19




































16.9％である。この回答における年齢層は 19～39 歳が全体の 73.2％を占め、一方、18 歳


























男性 56 21.2% 41 15.5% 24 9.1% 31 11.7% 12 4.5% 25 9.5% 32 12.1% 43 16.3% 264
女性 46 21.2% 42 19.4% 14 6.5% 17 7.8% 10 4.6% 25 11.5% 26 12.0% 37 17.1% 217
合計 102 21.2% 83 17.3% 38 7.9% 48 10.0% 22 4.6% 50 10.4% 58 12.1% 80 16.6% 481
18歳未満 6 37.5% 0 0.0% 1 6.3% 1 6.3% 1 6.3% 1 6.3% 4 25.0% 2 12.5% 16
19～29歳 44 20.7% 35 16.4% 23 10.8% 22 10.3% 8 3.8% 22 10.3% 25 11.7% 34 16.0% 213
30～39歳 38 19.5% 35 17.9% 10 5.1% 23 11.8% 12 6.2% 22 11.3% 22 11.3% 33 16.9% 195
40～49歳 15 19.7% 15 19.7% 6 7.9% 4 5.3% 1 1.3% 8 10.5% 9 11.8% 18 23.7% 76
50～59歳 4 10.8% 5 13.5% 4 10.8% 4 10.8% 4 10.8% 4 10.8% 7 18.9% 5 13.5% 37
60～69歳 4 28.6% 4 28.6% 1 7.1% 0 0.0% 0 0.0% 2 14.3% 2 14.3% 1 7.1% 14
70歳以上 0 0.0% 2 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 2 33.3% 2 33.3% 0 0.0% 0 0.0% 6
合計 111 19.9% 96 17.2% 45 8.1% 54 9.7% 28 5.0% 61 11.0% 69 12.4% 93 16.7% 557
農業 4 25.0% 2 12.5% 1 6.3% 1 6.3% 2 12.5% 0 0.0% 3 18.8% 3 18.8% 16
公務員 7 21.2% 5 15.2% 4 12.1% 5 15.2% 1 3.0% 3 9.1% 3 9.1% 5 15.2% 33
会社員 25 17.1% 28 19.2% 12 8.2% 13 8.9% 7 4.8% 18 12.3% 17 11.6% 26 17.8% 146
専門技術者 12 23.5% 10 19.6% 3 5.9% 5 9.8% 3 5.9% 3 5.9% 7 13.7% 8 15.7% 51
職人 15 20.5% 11 15.1% 6 8.2% 8 11.0% 3 4.1% 11 15.1% 8 11.0% 11 15.1% 73
企業管理者 28 31.5% 14 15.7% 5 5.6% 8 9.0% 3 3.4% 8 9.0% 8 9.0% 15 16.9% 89
教師 5 14.7% 6 17.6% 3 8.8% 4 11.8% 3 8.8% 2 5.9% 5 14.7% 6 17.6% 34
退職者 5 21.7% 5 21.7% 2 8.7% 2 8.7% 3 13.0% 4 17.4% 1 4.3% 1 4.3% 23
学生 4 33.3% 0 0.0% 1 8.3% 1 8.3% 0 0.0% 1 8.3% 4 33.3% 1 8.3% 12
その他 15 17.4% 14 16.3% 8 9.3% 7 8.1% 3 3.5% 11 12.8% 12 14.0% 16 18.6% 86
合計 120 21.3% 95 16.9% 45 8.0% 54 9.6% 28 5.0% 61 10.8% 68 12.1% 92 16.3% 563
2人家族 27 23.7% 19 16.7% 11 9.6% 12 10.5% 4 3.5% 9 7.9% 13 11.4% 19 16.7% 114
3人家族 48 19.7% 41 16.8% 18 7.4% 27 11.1% 7 2.9% 33 13.5% 25 10.2% 45 18.4% 244
2世帯同居 12 19.7% 12 19.7% 3 4.9% 5 8.2% 5 8.2% 5 8.2% 10 16.4% 9 14.8% 61
3世帯同居 14 20.9% 14 20.9% 6 9.0% 3 4.5% 5 7.5% 7 10.4% 9 13.4% 9 13.4% 67
独身 9 14.5% 10 16.1% 5 8.1% 6 9.7% 6 9.7% 7 11.3% 9 14.5% 10 16.1% 62
その他 1 16.7% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0% 2 33.3% 1 16.7% 6




39 19.8% 32 16.2% 17 8.6% 25 12.7% 10 5.1% 21 10.7% 22 11.2% 31 15.7% 197
大学専門 37 19.9% 33 17.7% 14 7.5% 15 8.1% 8 4.3% 21 11.3% 22 11.8% 36 19.4% 186
中等高校
及び高校
27 21.1% 22 17.2% 11 8.6% 11 8.6% 4 3.1% 14 10.9% 20 15.6% 19 14.8% 128
中学及び
以下
3 15.8% 4 21.1% 2 10.5% 1 5.3% 3 15.8% 1 5.3% 3 15.8% 2 10.5% 19








































12.7％であり、「周辺の観光客の増加」が 11.0％、「自然景観と伝統文化の保全」が 9.3％ 
 





男性 50 21.2% 30 12.7% 22 9.3% 26 11.0% 32 13.6% 41 17.4% 35 14.8% 236
女性 29 16.4% 12 6.8% 30 16.9% 27 15.3% 25 14.1% 37 20.9% 17 9.6% 177
合計 79 19.1% 42 10.2% 52 12.6% 53 12.8% 57 13.8% 78 18.9% 52 12.6% 413
18歳未満 5 32.9% 2 13.2% 2 13.2% 1 6.6% 3 19.7% 2 14.5% 0 0.0% 15
19～29歳 29 16.8% 17 9.8% 25 14.5% 26 15.0% 24 13.9% 29 16.8% 23 13.3% 173
30～39歳 31 17.6% 21 11.9% 23 13.1% 17 9.7% 25 14.2% 33 18.8% 26 14.8% 176
40～49歳 16 22.5% 8 11.3% 6 8.5% 12 16.9% 6 8.5% 16 22.5% 7 9.9% 71
50～59歳 6 19.4% 3 9.7% 5 16.1% 4 12.9% 4 12.9% 6 19.4% 3 9.7% 31
60～69歳 3 26.0% 1 7.9% 1 7.9% 1 7.9% 1 7.9% 3 26.8% 2 15.7% 13
70歳以上 0 0.0% 2 25.0% 0 0.0% 2 25.0% 2 25.0% 0 0.0% 2 25.0% 8
合計 90 18.5% 54 11.1% 62 12.7% 63 12.9% 65 13.3% 90 18.4% 63 12.9% 487
農業 5 31.3% 1 6.3% 2 12.5% 1 6.3% 2 12.5% 5 31.3% 0 0.0% 16
公務員 6 20.7% 3 10.3% 1 3.4% 3 10.3% 2 6.9% 7 24.1% 7 24.1% 29
会社員 18 13.4% 20 14.9% 20 14.9% 20 14.9% 18 13.4% 20 14.9% 18 13.4% 134
専門技術者 11 29.7% 3 8.1% 2 5.4% 4 10.8% 3 8.1% 9 24.3% 5 13.5% 37
職人 10 14.3% 7 10.0% 12 17.1% 9 12.9% 14 20.0% 11 15.7% 7 10.0% 70
企業管理者 16 26.2% 4 6.6% 7 11.5% 5 8.2% 7 11.5% 12 19.7% 10 16.4% 61
教師 7 21.2% 4 12.1% 4 12.1% 4 12.1% 4 12.1% 6 18.2% 4 12.1% 33
退職者 2 9.1% 2 9.1% 3 13.6% 7 31.8% 3 13.6% 2 9.1% 3 13.6% 22
学生 3 27.3% 2 18.2% 1 9.1% 1 9.1% 3 27.3% 1 9.1% 0 0.0% 11
その他 11 15.7% 8 11.4% 10 14.3% 9 12.9% 8 11.4% 15 21.4% 9 12.9% 70
合計 89 18.4% 54 11.2% 62 12.8% 63 13.0% 64 13.3% 88 18.2% 63 13.0% 483
2人家族 19 20.2% 9 9.6% 13 13.8% 9 9.6% 11 11.7% 17 18.1% 16 17.0% 94
3人家族 34 16.6% 24 11.7% 30 14.6% 31 15.1% 30 14.6% 36 17.6% 20 9.8% 205
2世帯同居 14 26.4% 4 7.5% 5 9.4% 6 11.3% 4 7.5% 13 24.5% 7 13.2% 53
3世帯同居 13 19.1% 8 11.8% 5 7.4% 8 11.8% 9 13.2% 14 20.6% 11 16.2% 68
独身 8 15.1% 7 13.2% 7 13.2% 7 13.2% 9 17.0% 6 11.3% 9 17.0% 53
その他 1 12.5% 2 25.0% 1 12.5% 1 12.5% 1 12.5% 2 25.0% 0 0.0% 8




32 18.5% 20 11.6% 24 13.9% 18 10.4% 25 14.5% 29 16.8% 25 14.5% 173
大学専門 27 15.9% 20 11.8% 25 14.7% 24 14.1% 21 12.4% 30 17.6% 23 13.5% 170
中等高校
及び高校
21 20.2% 11 10.6% 11 10.6% 14 13.5% 13 12.5% 22 21.2% 12 11.5% 104
中学及び
以下
6 35.3% 1 5.9% 1 5.9% 2 11.8% 3 17.6% 4 23.5% 0 0.0% 17






























でみると 19～40 歳は全体の 86.7％で最も高い割合である。18 歳未満と 70 歳以上の割合は少
ない。 
（3）職業からみると、会社員は農村観光開発の経済への影響が全体の 27.7％、職人と企業管
理者は全体のそれぞれ 14.5％と 12.6％である。農業と学生の割合が最も少ない。 
（4）家族構成でみると、2 人家族の都市住民は「雇用の創出」が 20.2％、「収入の増加」が 18.1％、
「地域の活性化」が 17.0％、「特産品の市場拡大」と「周辺の観光客の増加」が最も少なく両
方とも 9.6％である。3 人家族は「収入の増加」、「雇用の創出」がそれぞれ 17.6％、16.6％で
最も高く、「地域の活性化」が 9.8％である。これらの関心は、3 人家族の割合の方が少ない。 
（5）教育レベルからみると、大学本科及びそれ以上の教育レベルは「雇用の創出」が 18.5％、
「収入の増加」が 16.8％、「周辺の観光客の増加」が 10.4％を占めた。大学専門レベルの都市





















図 7－4 農村観光開発の考え方 
 
 





































図 7－6 観光資源を活用した観光開発の考え方 
 
 




















































































7.3.5  都市住民の農村観光開発に対する意見 
 
都市住民に対する意識調査において、農村地域の観光資源を農村地域の活性化に有効利





































































②観光業の発展目標に関して、2015 年までに全県の旅行受け入れ人数を延べ 1,000 万人、
旅行の総収入 50 億元の達成を目指す。さらに、2020 年まで、旅行の受け入れ人数を延べ
1,500 万人、旅行の総収入 80 億元以上を目的にし、これは全県の総収入の 15%以上、2025

















































































































































































































































































































アジ研選書 No.18、現代中国分析シリーズ 3,2009 年 12 月 25 日発行 
浦達雄（1998）『観光地の成り立ち』古今書院 
























































































































































































































国家旅遊局（2012）『中国旅遊各年統計年鑑』（http://www.cnta.gov.cn/ ）2012 年 10


































































“積極発展観光業”が提出された。国家旅遊局は 2010 年 12 月に「中国旅游産業“十二五”（第





















































































































【Q1】性別： 1.男    2.女 
【Q2】年齢： 
1.18 歳未満   2.19～29 歳  3.30～39 歳     4.40～49 歳 
5.50～59 歳  6.60～69 歳  7.70 歳以上 
【Q3】家族構成： 
1.2 人家族   2.3 人家族  3.2 世帯同居 4.3 世帯同居 
5.独身      6.その他 
【Q4】職業： 
1.農業          2.公務員   3.会社員    4.専門技術者  5.職人 
6.企業管理者  7.教師     8.退職者  9.学生        10.その他 
【Q5】教育水準： 
1.大学及び大学本科以上          2.大学専門   
3.中等高校及高校                4.中学及び以下 
【Q6】家庭年收入： 
1.2 万元未満       2.2 万元以上～3 万元未満  3.3 万元以上～4 万元未満 
4.4 万元以上～5 万元未満        5.5 万元以上～6 万元未満 
6.6 万元以上～7 万元未満      7.7 万元以上～8 万元未満 
8.8 万元以上～10 万元未満         9.10 万元以上 
【Q7】収入源: 
1.農業（      ）元      2.農業外（       ）元 
【Q8】伝統・文化の種類（                   ） 
【Q9】特産品の種類（                     ） 




農産物の種類：（①大豆 ②トウモロコシ ③大麦 ④アワ） 
作物種類 栽培面積 市場単価 総収入/ムー 総費用/ムー 純収入/ムー 
①      
②      
③      
④      
 
【Q11】この地域ではどんな農村資源がありありますか。（複数解答可） 
1.自然景観   2.温泉資源    3.特産品（農産物など）  4.伝統・文化   
5.食文化       6.貴重な生物多様化    7.農村の景観 




   1.思う      2.思わない 
 
【Q13】「思う」と答えた人の理由をあげてください。（複数解答可） 
1.都市との格差     2.高齢化・農業の縮小   3.農地の荒廃 
4.伝統文化の喪失    5.若者の流出          6.生態系やエコシステムの破壊 




1.都市の優先開発       2.農業の低収入         3.若者の農業離れ 
4.雇用機会が少ない     5.農外収入で生活する以外ない 
6.生活環境の悪化       7.農村・農業政策の不在 
8.農産物の低い価格    9.農産物は移入や輸入で賄える 
 
【Q15】農村の現状をどう理解するか？（該当する１つに✔印） 
    1.農村は現状のままでよい   2.農村の開発は後回しでもよい 








3.農村資源の有効活用         4.若い人材に対する起業家精神の育成 
5.農民をはじめ農村・農業に対する理解 
6.政府と住民による活性化に向けた取り組み 
7.都市住民の農村・農業に対する理解   












3.観光開発しても活性化の効果がない（その理由            ） 
 
（Q18 で 1 と答えた人に対する質問） 
【Q19】どのような農村資源が観光開発に有効だと考えますか？（複数解答可） 
1.農村の伝統・文化    2.農村の自然景観    3.地域固有の技術と特産物 
4.地域の安全で質に高い農産物    5.豊かな生物多様性 

















    1.政府主導型開発        2.民間企業主導型開発 








5.お祭りや行事に参加すること     6.山歩きをすること 
7.特産品を購買すること        8.自然を散策すること 
 
【Q23】観光開発により、どのような農村経済への影響を期待しますか？（複数解答可） 
     1.雇用の創出     2.特産品の市場拡大    3.自然景観と伝統文化の保全 
 4.周辺の観光客の増加     5.都市と農村との交流 































【Q1】性別： 1.男    2.女 
【Q2】年齢： 
1.18岁未満      2.19～29岁      3.30～39岁      4.40～49岁 
5.50～59岁       6.60～69岁    7.70岁以上 
【Q3】家族構成： 
1.2 人家族  2.3 人家族 3.2 世帯同居 4.3 世帯同居 5.独身  6.其他 
【Q4】职业： 
1.农业    2.公务员  3.公司社员   4.专门技术人员  5.职业人员 
6.企业管理者  7.教师   8.退职人员  9.学生   10.其他 
【Q5】教育水平： 
1.大学本科以上     2.大学专科  3.职高或高中   4.中学或中学以下 
【Q6】家庭年收入： 
1. 2 万元未满     2. 2 万元以上～3 万元未满       3. 3 万元以上～4 万元未满 
4 .4 万元以上～5 万元未满     5.5 万元以上～6 万元未满 
6. 6 万元以上～7 万元未满       7.7 万元以上～8 万元未满 
8. 8 万元以上～10 万元未满      9.10 万元以上 
收入源：1.农业               元   2.农业以外                        元 
耕地面积：                        亩  栽培面积：                         亩 
农产品的种类：1.大豆   2.苞米   3.大麦    4.水稻    5 其他 
农作物种类 栽培面积 市场单价 总收入/亩 总费用/亩 纯收入/亩 
①      
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②      
③      
④      
 
【Q7】在大连近郊农村有怎样的农村资源呢 （可多项选择） 
1.自然景观   2.温泉資源    3.特産品（农产品等）  4.传统文化   5.食文化 
6.重要的生物多样性  7.农村景观   8.传统的技术（纺织品、工艺品等） 
9.其他（                                ） 
 
【Q8】这个地区和以前相比周边的农村农业的状况有变化吗？ 
1.有                  2.没有 
 
【Q9】「有」回答的人，有变化的理由是？（可多项选择） 
1.和城市的差别  2.高龄化・农业的缩小  3.农地的荒废  4.传统文化的丧失 
      5.年轻人的流出  6.生态系和环境的破坏  7.农村景观的恶化 
     8.农村的传统文化的丧失  9.对农村的重要认识低下 
 
【Q10】城市和农村的差别理由是？（可多项选择） 
       1.城市优先开   2.农业低收入  3.年轻人的离农业现象   4.雇用机会减少 
5.没有农业收入以外的生活      6.生活环境的恶化 








       1.适用为了农村活性化的政策    2.农村的生活环境的改善、农业的后继者育成 
3.农村资源的有效活用        4.对年轻人的企业家精神的育成 
5.以农民为中心对农村人意识改革   6.根据政府和农民对活性化的组织 






       1.农村资源的有效利用的提案（例如、自然・景观、传统・文化等） 
       2.粮食供给和高质量食品的供给地           3.城市和农村的交流 
    4.利用农村资源的观光开发（例如、自然・景观、传统・文化等） 
       5.城市住民对农村的重要性的认识改革 
 
【Q14】您对于利用农村的观光开发怎样想的呢 
   1.农村资源跟观光开发有效的地域活性化相连 
       2.在这里没有作为观光资源那样的农村资源 
 3.即使观光开发也没有地域活性化的效果(理由是             ） 
 
（Q14 回答 1 的人请回答以下问题） 
【Q15】你觉得怎样的农村资源对观光开发有效呢？（可多项选择） 
       1.农村的传统文化    2.农村的自然景观    3.地域固有的技术和特长品 
       4.为了地域的安全生产高质量的农产品          5.丰富的生物多样性 




       1.根据住民参加（包括城市住民）对农村的评价    2.政府与住民间的对话 
       3.提高城市住民对农村农业的认识 
 4.应该学习先进国家的実例（例如、欧洲诸国）    5.农村的整顿（道路、卫生等） 
       6.住宿设施的整顿                     7.对有关人员进行观光提供的训练、教育 
       8.農对农村住民有关企业家精神的教育   9.保护好农业把农业作为生活的基础 
 
【Q17】农村地区进行怎样的观光开发比较好呢？ 
        1.政府主导型开发          2.民间企业主导型开发 
3.农村住民主导型开发          4.城市和农村住民参加行开发 
 
【Q18】对来访的观光客来说近郊农村地区具有什么样的魅力呢?（可多项选择） 
       1.接触大自然慢慢度日的事        2.用温泉等来放松身心的事 
       3.接触人们的生活样式的事      4.了解农民农村的传统文化的事 
       5.参加祭奠等的事                6.能够上山散歩的事 





1.雇佣机会增加              2.特产品的市场扩大 
3.自然景观和传统文化的保全      4.周边的游客增加 




                                                                                
                                                                                
                                                                                 







































1.あなたは初めて南大山旅行にきますか。（該当する 1 つに○印） 
①はい           ②いいえ 
2.南大山はとても良い観光地だと思いますか。（該当する 1 つに○印） 
①はい           ②いいえ 
3.あなたと家族は観光情報の入手方法が次のどちらですか。（複数回答可） 
①さまざまなメデイア     ②友人の紹介           ③インターネット    ④その他 
 
4.あなた及び家族の人々は南大山旅行の主要動機は何ですか。（複数回答可） 
①リフレッシュ         ②自然景観を観賞する         ③好奇心  
④買い物           ⑤親睦を深める             ⑥その他 
 
5.あなたは南大山旅行を選ぶ理由は何ですか。（複数回答可） 
①南大山の自然風景②この地域の文化      ③目的地に好奇を感じる             
④目的地の土産品             ⑤親友の推薦          ⑥その他 
 
6.今回の旅行活動の中にはあなたと一緒に来た人が誰ですか。（複数回答可） 
①家族              ②親戚         ③友達           ④同学 
⑤会社員           ⑥会社主催旅行     ⑦独身旅行           ⑧その他 
 
7.今回の旅行活動の中にはあなたの自費項目はどちらですか。（複数回答可） 
①飲食                 ②参観遊覧       ③買い物             ④その他 
 
8.今回の旅行活動の中にはあなたの自費が高い部分は何ですか。 
①交通        ②宿泊    ③飲食                                       
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  ④参観遊覧  ⑤買い物       ⑥その他 
 
9.今回の旅行活動の費用は自費部分と団体旅費がどちらか高いか。（該当する 1 つに○印） 
①自費＞団費                                  ②自費＜団費 
 
10.あなたの自費項目の中には最も多い費用はどちらですか。 
①飲食                                        ②参観遊覧 




①気候              ②風景      ③動植物         ④名勝古跡 
⑤民俗文化          ⑥農村建設    ⑦飲食            ⑧その他 
 
12.あなたは次回の旅行はまた南大山旅行を選びますか。（該当する 1 つに○印） 
①はい                                         ②いいえ 
 
13.あなたは今回の農村観光にどんなイメージしますか。（該当する 1 つに○印） 
①探検活動                ②地域住民の生活情況           ③その他 
 
14.あなたは親戚と友達に今回の旅行目的地を推薦しますか。（該当する 1 つに○印） 
①はい                    ②いいえ              ③どちらでも言えない 
 
15.あなたの性別（該当する 1 つに○印） 
①男                                            ②女  
 
16.あなたの年齢（該当する 1 つに○印） 
①＜18 歳                                        ②18～30 歳 
③31～50 歳                                      ④＞50 歳 
 
17.あなたの学歴（該当する 1 つに○印） 
①大学本科以上                                  ②大学専門 
③中等高校及高校                                ④中学及び以下 
 
18.あなたの職業（該当する 1 つに○印） 
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①公務員      ②企業管理者       ③会社員          ④専門技術者           
⑤スタッフ   ⑥職人          ⑦農民       ⑧軍人 
⑨教師     ⑩退職者                  ⑪学生        ⑫その他 
 
19.あなたの家庭構成（該当する 1 つに○印） 
①二人家族               ②三人家族         ③二世帯同居                                    
④三世帯同居             ⑤独身 
 
20.あなたの家庭年收入（該当する 1 つに○印） 





































1.您是否第一次来南大山旅游？       
①是           ②否 
2.您觉得南大山是个很好的观光地吗？         
①是           ②否 
3.您或您的家庭获得旅游信息的渠道包括： 
①各种广告    ②亲友的介绍           ③互联网            ④其他 
4.您或您的家庭来南大山旅游的主要目的是： 
  ①放松身心        ②观赏自然景观                     ③追求新奇感觉 
④购买土特产      ⑤融洽与亲人和朋友的感情          ⑥其他 
5.您选择南大山旅游这条线路主要是因为： 
①被南山的风景所吸引     ②被目的地的文化所吸引      ③对目的地感到好奇        
④目的地的土特产较好      ⑤亲友推荐                  ⑥其他 
6.在本次旅游活动中，您的旅伴是 
①家人              ②亲戚           ③朋友                                          
④同学          ⑤同事                   ⑥单位组织出游 
⑦单身出游                ⑧其他 
7.在本次旅游活动中，您的自费项目包括： 
①餐饮            ②参观旅游     ③购物     ④其他 
8.在本次旅游活动中，您花费最高的部分是： 
①交通              ②住宿       ③餐饮                        
④参观游览     ⑤购物              ⑥其他 
9.在本次旅游活动的花费中，自费部分与旅游团费相比较： 
①自费＞团费         ②自费＜团费 
10.在您的自费项目中，花费最多的是： 




①气候           ②风景     ③动植物          ④文物古迹 
⑤民俗文化         ⑥农村建设    ⑦饮食        ⑧其他 
12.您下次参加旅游团旅游还会选择南大山旅游吗？ 
   ①是               ②不是 
13.您对这次的农村旅游有何态度？ 
①探险活动         ②了解当地居民生活情况      ③其他 
14.您是否会向亲朋好友推荐这次旅游的目的地？ 
①会               ②不会                        ③不一定 
15.您的性别： 
①男               ②女  
16.您的年龄：  
①＜18岁         ②18～30岁         ③31～50岁          ④＞50岁 
17.您的学历： 
①大学本科以上     ②大学专科     ③中专及高中      ④初中及以下 
18.您的职业： 
①政府工作人员     ②企业管理人员   ③公司职员           ④专业技术人员 
⑤服务人员/售货员   ⑥工人        ⑦农民              ⑧军人 
⑨教师              ⑩离退休人员         ⑪学生             ⑫其他 
19.您的家庭结构： 
①二人世界          ②三口之家     ③两代同堂                                      
④三代同堂     ⑤单身 
20.您的家庭年收入： 

































村名：            地理的な位置：             
総人口数：           総耕地面積：             
農業生産の状況：          年収入：             
地域のインフラ整備状況：                       
＜農民と一般住民に対する調査＞ 
Ⅱ、農家の基本的な状況 
性別：           年齢：        
教育レベル：①小学校卒業   ②中学校卒業   ③高校卒業   ④大学卒業   ⑤その他 
収入（農業と非農業）：        家族の構成：              

















































1.できるだけ、資源を残すようにするべきだ １ 2 3 4 5 
2.資源は、今のまま保全・管理方法すべきだ １ 2 3 4 5 
3.資源を守ることは、地域の住民の責務だ １ 2 3 4 5 
4.資源の保全・管理など自分ひとりでもできることがあればやって
いきたい 
１ 2 3 4 5 
5.資源を保全・管理するため、自分だけでも日頃から行動したい １ 2 3 4 5 
6.もし資源の保全に関わる「資源を守る会」があったら加入したい １ 2 3 4 5 
7.資源を保全・管理するため、行政へ協力を働きかけたい １ 2 3 4 5 
8.地域住民と協力して資源を次世代に残すため、保全の必要がある １ 2 3 4 5 
9.資源は、昔に比べて減少している １ 2 3 4 5 
10.この地域では、昔に比べて自然景観や伝統文化が減った １ 2 3 4 5 
11. 私たちが保全活動に参加することは、資源の保全に役に立つ １ 2 3 4 5 
12.友達が資源の保全活動に参加していたら、自分もやるべきだ １ 2 3 4 5 
13.もし「資源を守る会」や「地域営農協議会」等の組織があった
ら参加する 
１ 2 3 4 5 
14.資源を保全するために、地域の人々が行動したら自分も何かし
ようと思う 
１ 2 3 4 5 
15.資源の保全活動などは、時間や手間がかかって大変だと思う １ 2 3 4 5 
16.これから先も資源は、保全・管理する大切なことになる １ 2 3 4 5 
17.資源は将来、幼稚園や小学校などに児童に自然を体験させる場
所として、貴重な場所になる 
１ 2 3 4 5 
18.資源はこの先も自然景観や伝統文化を保護することが大事なこ
とだと思う 
１ 2 3 4 5 
19.農村資源には将来の価値が出てくる １ 2 3 4 5 
20.資源は子供の環境教育に使うことが可能だ １ 2 3 4 5 
21.資源を現在も今後も次の世代に残すために保全する必要がある １ 2 3 4 5 
22.資源は、現在もこの先も農業農村の価値が出てくるだろうから、
大切にすべきだ 
１ 2 3 4 5 






ど ち ら と も
いえない（3） 
















性別：                    年齢： 
教育水平： 
①小学校卒業   ②中学校卒業   ③高校卒業   ④大学卒業   ⑤その他 
収入（农业和非农业）：                         家族构成： 

































1.应该尽量保留资源。 １ 2 3 4 5 
2.资源应该象现在这样保全・管理。 １ 2 3 4 5 
3. 保护资源的事情是地域住民的重要任务 １ 2 3 4 5 
4.资源的保全・管理等、如果有自己一个人能做的事情您想去做吗？ １ 2 3 4 5 
5.为了保全・管理资源、即使是您一个人也想从每一天的行动做起。 １ 2 3 4 5 
6.如果有关于资源保全的「保护资源协会」您想参加吗？ １ 2 3 4 5 
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7.为了保全・管理资源、愿意做向政府协助的工作吗？ １ 2 3 4 5 
8. 我想协助地域住民、为了把资源留给下一代有保全的必要 １ 2 3 4 5 
9.资源比以前减少着。 １ 2 3 4 5 
10.这里跟以前比自然景观和传统文化像是减少了。 １ 2 3 4 5 
11. 我们要是参加保全活动，您认为会对资源的保全能起作用吗？ １ 2 3 4 5 
12.如果朋友参加资源保全活动的话自己也应该参加。 １ 2 3 4 5 
13.如果有「保护资源协会」和「地域営农协议会」等的组织活动，
您参加吗？ 
１ 2 3 4 5 
14.为了保全资源，如果地域的人行动的话自己也想做点什么呢。 １ 2 3 4 5 
15. 你认为资源的保护活动等是花时间和很辛苦的事吗？ １ 2 3 4 5 
16.您认为从今以后保护管理资源是很重要的事吗？ １ 2 3 4 5 
17.资源将来对幼儿园和小学，作为让儿童体验自然的地方，你认为
是特别重要的地方吗？ 
１ 2 3 4 5 
18. 您认为今后保护自然资源和传统文化的事很重要的事情吗？ １ 2 3 4 5 
19. 您认为农村资源对将来的会创出价值吗？ １ 2 3 4 5 
20. 您认为资源对孩子们的环境教育会起作用吗？ １ 2 3 4 5 
21.您认为资源无论是现在还是今后为了留给下一代都有保全的必要
吗？ 
１ 2 3 4 5 
22. 您认为资源无论是现在还是将来都会创造出农业农村的价值，应
该注重吗？ 
１ 2 3 4 5 

































Q1．性別（該当する 1 つに○印）   ①男性   ②女性 
 
Q2．年齢（該当する 1 つに○印） 
①18 歳未満    ②19~29 歳  ③30~39 歳  ④40~49 歳  ⑤50~59 歳 
⑥60~69 歳     ⑦70 歳以上 
 
Q3．今回の旅行はどのような形できましたか。（該当する 1 つに○印） 
  ①個人旅行 
  ②団体旅行 
  ③個人と団体旅行の組み合わせ 
 
2．今回の農村観光についてお聞きします。 
Q4．大連に来たのは何回目ですか（該当する 1 つに○印） 
①今回が初めて  ②2 回目  ③3~5 回目  ④6 回以上 
 
Q5．農村観光地へ来る際、どの交通機関を利用されましたか（該当する 1 つに○印） 
①観光バス  ②自家用車  ③タクシー  ④その他（          ） 
 
Q6．農村観光地に関する情報は、どの情報源から収集されましたか（該当する全てに○印） 
  ①インターネット    ②観光案内所      ③旅行会社  ④口コミ、友人の紹介 
  ⑤旅行ガイドブック  ⑥テレビ、新聞、雑誌  ⑦その他（        ） 
 
Q7．宿泊ですか、日帰りですか？（該当する 1 つに○印） 
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  ①1 泊  ②2 泊  ③3 泊以上  ④日帰り 
 
宿泊先は、①民家、  ②農家楽、  ③ホテル、  ④農村の別荘、  ⑤キャンプ、  
⑥その他 
 
Q8．今回の農村観光を 5 段階で評価してください（該当する 1 つに○印） 






































1．農村の自然景観を観賞したい 1 2 3 4 5 
2．農村観光では、歴史的、文化的な背景に関する知識を増やしたい 1 2 3 4 5 
3．農村地域の農業風景を眺めたい 1 2 3 4 5 
4．農村・農業が体験したい 1 2 3 4 5 
5．農村の伝統文化を知りたい 1 2 3 4 5 
6．農村地域の温泉で楽しみたい 1 2 3 4 5 
7．農園の果物狩りを楽しみたい 1 2 3 4 5 
8．農村しか買えないお土産を買いたい 1 2 3 4 5 
9．農村の行事や祭りを見に行きたい 1 2 3 4 5 
10．農村地域でリラックスしたい 1 2 3 4 5 
11．農村のインフラ整備が見に行きたい 1 2 3 4 5 
12．農村の食文化に興味がある 1 2 3 4 5 
13．農村住民の生活様式を知りたい 1 2 3 4 5 
14．農村住民とコミュニケーションしたい 1 2 3 4 5 
15．農家楽で体験したい 1 2 3 4 5 
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16．農村観光の宿泊施設がしりたい 1 2 3 4 5 
17．農村観光サービスを体験したい 1 2 3 4 5 
18．農村観光開発の経営状況を見に行きたい 1 2 3 4 5 
 
4．大連での観光行動と観光要素についてお伺いします。 
次の質問 Q10 と Q11 に、該当する番号に○をしてください。 
 


























































1．歴史建造物をみる １ 2 １ 2 3 4 5 
2．農村の自然景観を楽しむ １ 2 １ 2 3 4 5 
3．文化的な景観をみる １ 2 １ 2 3 4 5 
4．町並みを楽しむ １ 2 １ 2 3 4 5 
5．地域住民と交流をする １ 2 １ 2 3 4 5 
6．農村の人々の生活に触れる １ 2 １ 2 3 4 5 
7．郷土料理を食べる １ 2 １ 2 3 4 5 
8．地域の伝統文化を知る １ 2 １ 2 3 4 5 
9．温泉に入る １ 2 １ 2 3 4 5 
10．農村地域の農産物を買う １ 2 １ 2 3 4 5 
11．自然と触れ合って、ゆっくり過ごす １ 2 １ 2 3 4 5 
12．お祭りや行事に参加する １ 2 １ 2 3 4 5 
13．山歩きをする １ 2 １ 2 3 4 5 
14．農村の動植物を観る １ 2 １ 2 3 4 5 
15．博物館と芸術館を訪問する １ 2 １ 2 3 4 5 
16．農業の体験をする １ 2 １ 2 3 4 5 
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17．観光農園で果物狩りをする １ 2 １ 2 3 4 5 
18．当地の宗教について知る １ 2 １ 2 3 4 5 
19．口コミで知った有名農家楽で食事をする １ 2 １ 2 3 4 5 










































Q1．性別（请选一个并划〇）   ①男性   ②女性 
Q2．年龄（请选一个并划〇） 
①18岁未满     ②19~29岁    ③30~39岁     ④40~49岁   
⑤50~59岁        ⑥60~69岁     ⑦70岁以上 
Q3．您这次旅游是以什么形式来的？ （请选一个并划〇） 
①个人旅游     ②团体旅游      ③个人和团体的组合旅游 
2．有关您这次的乡村游的提问。 
Q4．您是第几次来这里旅游？ （请选一个并划〇） 
①初次     ②第 2次    ③第 3~5次    ④6次以上 
Q5．您是利用那个交通工具来到观光地的？ （请选一个并划〇） 
①观光车  ②自家用车  ③出租车  ④其他（          ） 
Q6．你这次旅游的信息来源是什么？ （请选一个并划〇） 
①网络        ②旅游介绍所        ③旅行社     ④亲朋好友的介绍 
⑤旅游小册子   ⑥电视、报纸、杂志    ⑦其他（        ） 
Q7．您这次旅游是过夜还是不过夜？（请选一个并划〇） 
①1天  ②2天  ③3天以上  ④不过夜 
 







对乡村游的关心度的评价 不关心 不太关心 一般 关心 
非常关
心 
1．可以观赏农村的自然景观 1 2 3 4 5 





1 2 3 4 5 
3．可以欣赏农村地区的农业风景 1 2 3 4 5 
4．可以体验农村农业 1 2 3 4 5 
5．可以了解农村的传统文化 1 2 3 4 5 
6．对农村地区的温泉感兴趣 1 2 3 4 5 
7．对农村的采摘元感兴趣 1 2 3 4 5 
8．买只能在农村才能买到的土特产 1 2 3 4 5 
9．对去看农村的祭奠感兴趣 1 2 3 4 5 
10．在农村可以放松身心 1 2 3 4 5 
11．对农村的基本设施 1 2 3 4 5 
12．对农村的食文化感兴趣 1 2 3 4 5 
13．想了解农村住民的生活习惯 1 2 3 4 5 
14．与农村住民沟通交流 1 2 3 4 5 
15．体验这里的农家乐 1 2 3 4 5 
16．想体验乡村游的住宿设施 1 2 3 4 5 
17．体验乡村服务 1 2 3 4 5 
18．想了解乡村游的经营状况 1 2 3 4 5 
 
4．有关您在这次旅游中的观光行为和观光要因的提问。 
请您在以下问题 Q10和 Q11中选一个并在数字上划○。 




















1．看历史建筑物 １ 2 １ 2 3 4 5 
2．欣赏农村的自然景观 １ 2 １ 2 3 4 5 
3．欣赏这里的文化景观 １ 2 １ 2 3 4 5 
4．欣赏农村建筑物 １ 2 １ 2 3 4 5 
5．与这里的农村住民交流 １ 2 １ 2 3 4 5 
6．体验农民的生活 １ 2 １ 2 3 4 5 






8．了解这里的传统文化 １ 2 １ 2 3 4 5 
9．洗温泉 １ 2 １ 2 3 4 5 
10．购买农村的土特产 １ 2 １ 2 3 4 5 
11．慢慢在这里欣赏大自然 １ 2 １ 2 3 4 5 
12．参加这里的祭祀活动 １ 2 １ 2 3 4 5 
13．在这里爬山或散歩 １ 2 １ 2 3 4 5 
14．观赏农村的动植物 １ 2 １ 2 3 4 5 
15．参观这里的博物馆或艺术馆 １ 2 １ 2 3 4 5 
16．在这里体验农业 １ 2 １ 2 3 4 5 
17．在观光农园采摘水果 １ 2 １ 2 3 4 5 
18．了解当地的宗教 １ 2 １ 2 3 4 5 
19．在这里口碑很好的农家乐用餐 １ 2 １ 2 3 4 5 
20．在农家大院住宿 １ 2 １ 2 3 4 5 
